
































































































































































































してからほぼ 15 年後の 2015 年夏の米国出張時，滞在地付
近の支店に依頼しようとすると，日本ではありえない先の
悠長な反応が返ってきた。しかし，こんなことは留学時代
にいくらでもあった。救急以外は予約外診療を受け付けな
い大学の医療センターには，いつ風邪を引くか予め決めて
予約をとっておかないといけないね，と苦笑したものであ
る。しかし，今回は滞在期間の都合で先方に合わせていら
れない。そこで知り合いのアメリカ人に助けてもらってこ
ちらの事情を説明し，急遽その場で受け付けてもらうよう
漕ぎつけた。万事交渉次第なのも昔から変わらない。
　「ねえ，あなた，こんなカード見たことある?」，「何それ，
そんなの知らないわ。本物 ?」。私の古いカードを受け取
ると，行員は怪訝な顔をして別の行員を呼びに行ってしま
った。吸収合併以前のカードは，行員にとって「聞いたこ
ともない名前の銀行の，見たこともない絵柄のカード」だ
ったらしい。まるで子ども銀行のカードでも差し出したか
のような扱いである。
　普通ならこの辺で諦めて退散だろうか。しかし，味方も
いた法学徒は決して怯まない。直近の口座取引明細書を見
せてカードの正統性を訴える。すると，偽造カードの疑い
は晴れたようである。このあたりは銀行の吸収合併が珍し
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くない，米国ならではの事情かもしれない。
　しかし，本当の関門はそこから先であった。新カードを
これまでと同じ旧姓名義で申請しようとしたら，「政府発
行の身分証明書」の提示を求められた。ピンチである。し
かし，こんなこともあろうかと思い，改姓後の現パスポー
トと共に，持参していた旧姓時代の昔のパスポートも提示
した。しかし後者は当然失効している。これがどれほどの
証明力を持つのか不明だったが，他に手はなかった。
　二つのパスポートの顔写真はもちろん私なのだが，第三
者から見れば，同一人物のような，違うような，微妙な経
年変化は否めない。行員はまた難色を示し始める。私は私
で，銀行のシステムには顧客情報の履歴が残っているはず
だから照合するよう，旧姓時代の米国の住所や電話番号を
片っ端からそらんじてみせる。婚姻後の姓の取り扱いに関
する日米の法律の違いも説明する。
　すったもんだの挙句，ついに根負けした行員が，今回だ
けの特別救済措置として旧姓名義の新カード発行に応じて
くれた。もちろん，「次の有効期限が到来するまでに，残
高は使いきってこの口座は閉じた方がよいですね」という
アドバイスを添えて。
　私が私であることは，制度や法と関係のない普遍的な事
実である。しかし，私はあくまでも社会の一員としてその
社会の法と制度の下で生きている。法の余白部分を上手に
利用すれば多少融通がきくようにみえて，いざという時に
は法が立ちはだかる。日米の法律の違いを利用したつもり
が，公的な身分証明ができずに危うく銀行預金を引き出せ
なくなりかけた時，私はようやく改姓の不便と日本の民法
の不合理を理解した。日本政府が認めない限り，旧姓はも
はや地球上のどこでも私を私として公に表すものではない。
　2015 年の晩秋，最高裁大法廷で夫婦同氏の違憲性を問
う歴史的な事件の弁論を傍聴した。その後の判決は大方の
予想通り，変化はそう簡単には起こらないことを示す内容
に留まった。しかし，新たな裁判はその後も次々に提起さ
れている。
　変化を待てない法学徒は，2017 年夏の渡米時にひとま
ず実利的で安全な選択をとっておくことにした。口座名義
を現パスポートと同じ戸籍姓に変更し，次回カード更新時
のトラブルと面倒な交渉を回避したのである。決して信念
を曲げたわけではない。しかし，法の壁が厚く高いことを
一度経験した以上，同じ轍を踏まないことが安全で合理的
な選択に思えた。他方で，近い未来の変化を心待ちにして
いる。その時が訪れたら，また新しいパスポートを携えて，
米国銀行の支店を訪れるのだ。そして窓口で堂々と名義変
更手続をしよう。
 （もりもと　なおこ　　総合教育センター）
